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「岬」の比較文学（その1)
―イギリス文学における「岬」の行方―-

河 村 民 部

はじめに

イギリス ・ ロマン派の大詩人ウイリアム ・ワ ーズワス(William Words­

worth)の詩を読み始めてから30年ほど経つが、 その間に専門の19世紀イギ

リス 小説を訛んできた。 そして気づいたことは、 直接間接の違いはあるに

せよ、 後世のイギリス詩人あるいは小説家に対するワ ーズワスの影響の大

きさである。 ワ ーズワスを抜きにしては 論じられないといっても過言では

ないほどに、 この詩人に負うところが 大きいという事実である。

そのすべてを網羅することは、 大著を要し、 さらなる時間と労力を要す

る事柄であり、 それを直ちにしようというわけではない。 これまでにもこ

のことでさまざまな試みがなされてきているが 、 (I)本論では 箪者独自の視

点からその 一端を辿ってみようというわけである。 テーマは 、「リアリテ

ィ（現実）とヴィジョン（幻想）の、 詩人および 小説家における閲ぎ合い」

であり、 その過程をワ ーズワスから始め 、 P.B. シェリ ー(Shelley)、 Aスウ

ィンバ ーン (Swinburne)、 ヘンリ ー ・ジェイムズ (Henry James)、 そして

E.M. フォ ースタ ー (Forster)へと辿る。 キ ー・ワ ー ドは「岬」(promon­

tory) である。

テーマの持つ意味を少し 説明しておきたい。 我々の住んでいる現実世界

が、 ここでいうところの「リアリティ」であり 、 その世界はすべてを滅び

に到らせる「時」の支配する世界である。そしてここでいう「ヴィジョン」

とは、 そのような「リアリティ」を凌駕し、「時」の壺す滅びを超え出よう
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とする人間が抱く幻想世界を意味する。 幻想世界だからといって 、 これに

は実体がないと思うのは大間違いである。 この幻想世界には、 現実世界に

おけるよりも遥かに充実した「実体」が充填されているのである。

特に、 このヴィジョンによって「時」の齋す滅びの世界からの脱却を希

った詩人がワ ーズワスであったことは 、 これまでにも幾度か論じたことが

あり、詳しくはそれらを参照して頂きたいが、 (2) なぜそれ程までにワ ーズ

ワスが現実の「時」の齋す滅びの世界を嫌悪したのかを、 かいつまんで説

明しておきたい。

ヨ ー ロッパ思想史に照らしていうと、 いわゆる天上界 （永遠世界•精神

界）と地上界（滅びの世界•物質界）という二元論的宇宙観•世界観が中世

を支配していたのが、 コペルニクス的転回といおうか、 より適切には、 ニ

ュ ートン的そしてデカルト的転回を見せるのが17世紀の 後半である。 ルネ

ッサンスから徐々に始まっていた 、「あの世」に対する「この世」の重視

が、 ついにニュ ートンによる万有引力の法則の発見によって決定的となっ

た。 つまり、 この宇宙は理路整然とした法則によって動いているのであ

り 、 宇宙あるいは自然はすべて神の摂理の顕現物であるということを、 こ

の法則が証明することとなったわけである。

その結果、 それまで幾世紀にもわたり天上世界のみに君臨していた「永

遠」「不滅」という概念が、 地上に引き降ろされることになり 、 加えて、 デ

カルトが提唱した理性的存在としての人間観が、 それまで支配的であっ

た、「存在の大いなる連鎖」の方向付けを、 天上から地上へという降下型で

はなく、 地上から天上へという上昇型へと逆転させることとなった。 この

ようにして、 それまで天上世界にしかなかった「永遠」「不滅」という概念

が地上のものとなり、 地上の人間の住む現実世界が、 天上の「あの世」に

その場所を取って替ることとなったわけである。

そしてやがて登場してきた ロマン派の詩人たちのおこなった最大のこと

は、 この天上からの「永遠」の地上への引き降ろしを徹底したことである。
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神の摂理の顕現物である自然こそ、 したがって「永遠」の顕現物というわ

けで、 自然の美化および自然謂美が流行となった。 だが、 この地上は、 い

うまでもなく、「時」の支配する滅びの世界であることには変りはない。 す

ると、 天上から「永遠」を地上に引き降ろすということは 、「永遠」を

「時」の只中に、 つまり「滅び」の只中に引き降ろすことに他ならない。

Timelessnessを Timeの枠内に持ち込むとどうなるか。 日を見るよりも明ら

かである。 大いなる矛盾と紹藤が生じる。

ことに人間は「時」を意識する存在であるがゆえに、「滅び」そのものは

勿論、「滅び」の感覚からも遁れることが出来ない。 特に、 地上の平地は

「時」の濃屏に支配する領域である。 そこで、 ロマン派の詩人たちは、

「時」の濃厚に支配する平地を去って、ふたたび上昇しようとする。 だが 、

ふたたび天上に戻ってしまうのでは 、 中世同様、「永遠世界」をあの世に返

してしまうことになる。 人間が人間としての威厳をかけて、 天上から奪っ

てきた「永遠」を地上に留めおかねばならない。 地上に留めおいて 、「い

ま」そして「ここで」永遠を実現し 、 視党化する必要がある。

そのためにロマン派の詩人たちがしたことは、 地上は地上でも 、 最も

「時」の支配が及び難い、 高み、山項へと、 想像力を駆使して天翔るので

ある。 山頂こそ、「時」の滅びが及ばない領域であるかのように 、 そこに、

詩人は、 人間に与えられた特権である「想像力」を駆使して 、 ヴィジョン

の世界を構築することになる。 そしてこのヴィジョンの世界こそが、 地上

の現実世界に比して、 本ものであることを高らかに宣言する。

ワ ー ズワスのおこなったことは 、 まさに上述のようなことであり、 筆者

はそれを「主客転倒」あるいは「主客逆転」と呼ぶことにしているが、〈ヴ

ィジョンによるリアリティの征服〉こそが、 詩人の強い願望であった。 そ
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してそのような願望が生み出した「主客転倒」の世界を見事に具現したの

が、 長編詩『序曲』(The Prelude, 1805、 1850)のクライマックスを飾る、

スノ ー ドン山(Mt. Snowdon、 ウェ ー ルズ北西部Gwynedd州にある、 ウェ

ールズ・イングラン ドの最高峰、 1085m)登頂の場面である。

ワ ーズワスは友人と朝日を見ようと思い夜中に 山頂を目指して登って行

く。 極め付けの場面を引用しよう。

(4) 

When at my feet the ground appear'd to brighten 

And with a step or two seem'd brighter still; 

Nor had I time to ask the cause of this, 

For instantly a Light upon the turf 

Fell like a flush: I look'd about, and lo! 

The Moon stood naked in the Heavens, at height 

Immense above my head, on the shore 

I found myself of a huge sea of mist, 

Which, meek and silent, rested at my feet: 

A hundred hills thei r dusky backs upheaved 

All over this still Ocean, and beyond, 

Far, far beyond, the vapours shot themselves, 

In headlands, tongues, and promontory shapes, 

Into the Sea, the real Sea, that seem'd 

To dwindle, and give up its majesty, 

Usurp'd upon as far as sight could reach. 

Meanwhile the Moon look'd down upon this shew 

In single glory, and we stood, the mist 

Touching our feet; and from the shore 

At distance not the third part of a mile 
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Was a blue chasm; a fracture in the vapour, 

A deep and gloomy breathing-place thro'which 

Mounted the roar of waters, torrents, streams 

Innumerable, roaring with one voice. 

The universal spectacle throughout 

Was shaped for admiration and delight, 

Grand in itself alone, but in that breach 

Through which the homeless voice of waters rose, 

That dark deep thoroughfare had Nature lodg'd 

The Soul, The Imagination of the whole. 

(The Prelude 1805, Book XIII, 36-66, Italics mine)<3J 

気がつくと 、 一面 霧の海である。 そして噴出する蒸気が岬や入江や半島

を創り、 本ものの海は、 霧の海に「栄光」を奪われて、「遥か遠くに萎縮し

ている」というのである。 この場面の解釈を、 箪者は何度かすでにしたこ

とがあり、 詳しくはそれらを参照願いたいが、 (4) この場面でワ ー ズワスが

意図したことを約めていうと 、 栄光を失って萎縮している海は破壊的な

「時」の象徴であり、 それに取って替っているのが「霧の海」であるとい

うことである。 つまり、「霧の海」とは想像力の生み出した、「時」の支配

を受けない永遠を象徴する海であり、 ここ山項においてこそ、 想像力の

海 、 つまり「霧の海」が「本ものの海」 つまり「時」の海を凌駕すること

が出来るというのである。 そしてその光景を 、 天中の月が、 勝ち誇ったか

のように見下ろしている。 この月はワ ー ズワスの心の心象といってもよ

い。 これが筆者のいう 、 ワ ー ズワスによる「主客転側」の世界の縮図なの

である。

さて、 本論のテ ー マに移るが、 問題の「岬」がここに 出てくる。 霧や蒸

気の創り出す「岬」は、「時」を凌駕する想像力のメタファ ー となっている
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点に注目したい。 つまり「永遠」のヴィジョンの具現物というわけである。

本ものの海や岬を霧の海や岬で制することによって、 ワ ー ズワスは、天上

から引き降ろした「永遠」を「いま」そして「ここで」、 つまり、 地上で 、

視覚化し、 一瞬であるにせよ、実現したのであった。 スノ ー ドン山のこの

場面は、 ワ ーズワスが屡々おこなっている、 主客転倒の場面の典型であ

り、『序曲』のクライマックスを飾るに相応しい。

II 

この幻想の「岬」が、その 後イギリス文学でどのように継承されていく

のかを、 いく つかの例をあげながら以下に辿る。 その第 ー は 、 同じくイギ

リス ・ ロマン派の、 ワ ーズワスからすると若き世代の、情熱的な詩人、P. B. 

シェリ ーである。 取り上げたいのは 、 これまた精神的な恋愛至上主義を高

らかに歌い上げたといって過言ではない、 長編詩『エピサイ キディオン」

(Epipsychidion, 1821)である。 5)

タイトルの「エピサイ キディオン」とは、 ギリ シャ語の接頭辞 epi-

(upon)と 小指辞名詞 psychi di on("li ttle soul'')からの造語で、 "On the 

Subj ect  of the Soul"を意味する。 つまり、 この詩は、「魂に関する」詩とい

うわけである。 詩の内容をかい つまんでいうと、 詩人の シェリ ーが、 若き

頃からヴィジョン （幻） の中で出会ったことのある、 理想の女性、天使の

化身と思われるような精神的存在であり、 己の魂の分身と思われる魂その

ものの存在を、 現実に求めて初f皇い、 ついにはその女性に出くわし、 その

女性を連れてイオニア海に浮かぶ、 原始の島に船出し、そこで二人だけの

島の楽園を築いて、 永遠に暮らそうと、 その女性を誘うというものであ

る。

この女性には実在のモデルがいて、 その名を Teresa Vivi aniといい、イタ

リア、 ピサの総督の娘(19歳）で、 厳格な父親によりSt. A nna修道院に幽閉
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されていた人で 、 シェリ ーたち（妻Mary Shelleyや恋人Clair Clairmont)は

この娘に関心を抱き 、 修道院に会いに行き、 彼女が親の決めた結婚をする

まで(1821年9月8日）彼女と文通をしていたことが明らかと なってい

る。 シェリ ーは詩の中で彼女のことをEmiliaないしはEmilyと呼ぶが、 二人

の求婚者による彼女の立場が、 ボッカチオのTeseidaの女主人公に似ている

からである。 そして、 またこのEmilyはワ ー ズワスの長編詩The White Doe 

of Rylestoneの娘人公と同名であることも 、 意義深いこととして指摘してお

きたしヽ。

さて、 シェリ ーのエミリアのモデルが実在の女性であるか否かは、 ここ

では大した問題ではない。 問題は、 詩人がヴィジョンの中で理想の女性と

出くわしたときのその場所である。 それは以下のように歌われている。

There was a Being whom my spirit oft 

Met on its visioned wanderings, far aloft, 

In the clear golden prime of my youth's dawn, 

Upon the fairy isles of sunny lawn, 

Amid the enchanted mountains, and the caves 

Of divine sleep, and on the air-like waves 

Of wonder-level dream, whose tremulous floor 

Paved her light steps;-on an imagined shore, 

Under the grey beak of some promontory 

She met me, robed in such exceeding glory, 

That I beheld her not. (190-200, Italics mine)(5) 

幻影の中で詩人が彼女と出くわしたその場所は 、「岬の突出部の下にあ

る想像上の岸辺」である。 これはたちまちにワ ー ズワスのスノ ー ドン山に

おいて霧が創り出した「人江」("shore") や「岬」("promontory") を想
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起させる。 シェリ ーの「岬」は幻の岬であり 、 幻の岬においてのみ 、 詩人

の理想とする女性はその姿を現わすのである。 ワ ー ズワスの「主客転倒J

の世界はここにも継承されている。

シェリ ーはこのヴィジョンを見たあと 、 この幻の女性を追って 、 現実世

界を初裡うことになるわけであるが 、 その幻の女性と現実に出くわす経緯

については、 上述した通りである。 しかし、 注意すべきは、 現実にこの女

性と出会ったのちも、 詩人が彼女を伴って、 駆け落ちする先は、 いみじく

も、 幻想の島の楽園であるということを 我々は知らねばならない。

ワ ー ズワスが山項に「山の楽園」 そして「島の楽園」を描き出したこと

については、 これまでにも論じたことがあるが 、 ワ ー ズワスのそうした楽

園が、 あくまでも詩人の想像力によって創り出された、 幻の楽園であった

のと同様に、 シェリ ーの希求する現実逃避の場所、 至高の恋の成就する永

遠の場所は、 これまた幻の「島の楽園」(a far Eden of the East, 417)でし

かないのである。 これは 、 その島を描写した詩人の詩行から伺えるだけで

なく、 この詩に詩人が付した「宣伝文」(Advertisement)そのものが、 この

詩の作者はこの詩を残して理想の成就の前にこの世を去った、 と述べてい

ることからも窺い知ることが出来るのである。 つまり、 実現不能なことが

予め分っていながらの 、 止み難い詩人の想像力の飛翔が産み落とした幻

が、 この島の楽園なのである。

そこには質朴で勇敢な土着の民がいて、 青いイオニア海がその島を守っ

ている。 風と波が戯れ、 木の精が住む深い森があり、 多くの泉、 小川 、 池

があり、 山羊や鹿の通った獣道を行くと、 谷や洞窟や蔦の這った東屋があ

り 、 滝の音がナイチンゲ ールの鳴き声と共に聞こえてくる。 島を取り巻く

清澄な空気にはレモンの花の香りやモスヴァイオレットと黄水仙の香りが

交り、 人を眠りに誘い、 洸惚とさせる。 (II. 426-452) 

そしてあらゆる動き、 香り、 光、 色調すべてが、「魂の中の魂」(a soul 

within the soul, 455) ともいうべき「深い調べ」(that deep music, 454) と

(8) -241-



文学・ 芸術・ 文化 15巻 1号 2003. 1 2  

一体とな っており、 その 調べは出生前の 胎児の 夢の名 残のように 思われる

(Like ec hoes of an antenatal dream, 456)。「 胎児」を 受けて 、 この島は天

と 空と地と海の 間に あ って、 揺り 籠に 入れられ 清澄な 静寂の 中に 吊り 下げ

られているという。

It is an isle 'twixt Heav en, Air, Earth, and Sea, 

Cradled, and hung in c lear tranquility; 

Bright as that wandering Eden Luc ifer, 

母の 子宮を思わせるような島、 まさに島の楽園で ある。 そ してこう した

描 写は、 たちまちに して、 ベルナ ル ダ ン ・ ド ・ サ ン ・ ピエ ール (Bernardin

de St-Pierre) の 名作 『 ポ ールと ヴィ ルジ ニ ー』 (Paul et Virginie, 1 7 89 )の

舞台となったモ ー リ シャス島を思い 起こさせる。 ワ ーズワスが『逍遥j

(The Excursion, 1814)の第一巻「 荒廃の 小 屋」('、The Ruined Cottage") 

を 書いたときに 触発されたのが、 ベルナ ル ダ ンのこの小 説で あ ったが、 ベ

ルナ ル ダ ン、 ワ ー ズワス 、 そ して シェ リ ーの希求する島の楽園は、 偶然の

一致などではなくて、 奇 しき 因縁による 繋がりが あるので ある。

止み難い想像力が 産み 落と した 、 実現不 能の楽園は、 ロマ ン派のす ぐ あ

とに 迫 っていた、 「時の 数をつけた 戦車」で ある産 業革命の 合理主義精神に

よって、 その幻の 高みから 蹴落とされ、 平地の「時」の支配する「 涙の 谷

間」へと降下する。 そ してまた、 至 高の 愛の成就 可能な「島の 楽園」には、

詩人は、 到底 到達 し 得ず、 この詩の 架空の作者ではなく、 当の 本人の シェ

リ ー 自 身が、 海に 呑まれて、 この世を去ることになるので ある。

では、 ワ ー ズワ スや シェリ ーの 希求 した幻の「 岬」は、 これ 以降は、 も

はや 消え去 ってしま った、 まさに幻の 「岬」に過 ぎなくなるので あろうか。

勿論、 答えは 「否」で ある。 ワ ー ズワ スから始ま った ヴィジョンによるリ

ア リティの逆転は、 そう 簡単に 終焉 しは しない。 次 に、 その 悪 廊的な不 道
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徳 さ と いうこ と で、 一世を風靡 した詩人 、 ス ウ ィンバ ーンの詩を見るこ と

に し よう。

1 1 1  

ボ ー ド レ ー ルヘの告別を歌 った 「告別」(Ave Atque Vale-In Memory of 

Charles Baudelaire) と いう一連1 1行の十八連からなる詩の 冒頭第二連で、

熱帯の 南国地方を愛 した ボ ー ド レ ー ルは 、 己の 死体への献花には 、 北の

花 々 よりも 南のも のが好きなの ではないか と 問うス ウ ィンバ ー ンは、 地中

海の イ オニア諸島にある レ フカス島の レ ズ ビアン 岬から投身 自 殺 した古代

ギ リ シ ャ女流詩人 サ ッ フ ォ ーを引き合いに出 して次のように歌う。

For always thee the fervid languid glories 

Allured of heavier suns in mightier skies; 

Thine ears knew all the wandering watery sighs 

Where the sea sobs round Lesbian promontories, 

The barren kiss of piteous wave to wave 

That knows not where is that Leucadian grave 

Which hides too deep the supreme head of song. 

Ah, salt and sterile as her kisses were, 

The wild sea winds her and the green gulfs bear 

Hither and thither, and vex and work her wrong, 

Blind gods that cannot spare. (Italics mine) ,n 

先ほ ど シェ リ ーが女を誘 った島の楽園の在り処が、 イ オニア海のある島

であ ったが、 サ ッ フ ォ ー が恋人の女に愛人が出来たこ と で投身 自 殺する島

が、 これまた レ フカス島 と いうのは、 偶然の一致であ ろうか。
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ボ ー ドレ ールが詩 集 「悪の 花J(Les Fleurs du Mal) で 描 く 愛は、「美し

くはあるが 、 毒を 含んだ 薬芽」(lov ely leaf-buds poisonous, III)である「 異

常な 愛」(Fierce lov es, III)、 つまりは、 レ ズ ビアンとか ホ モ セク シ ュア ル

であって 、「 秘密の場所に夜に 咲き ／汝の 繊細な 眼にしか 見 えない 」 (Blow­

ing by night in some unbreathed-in clime/ Bare to thy subtler eye, but for 

none other, III)愛であるというところからも 、 レ ズ ビアンの詩人 サ ッ フォ

ーが 引き 合いに出されているわけである。

その サ ッ フォ ーが 深い海 底で 波に巻かれて 往生せんとして 投身 自 殺する

のが 、「レ ズ ビアン 岬」というわけである。 だが引用の詩行を 見る 限りで

は、 サ ッ フォ ーは海 底の 墓場で 、 波に巻かれ 、 盲 目の神 々に 弄ばれて 、 ど

うやら永遠の 憩いについている 様子はない。 サ ッ フォ ー 自 身による彼女の

恋人アナクトリア ヘの 熱 烈な 語りかけの体 裁をとった 、 スウ ィンバ ーンの

別の詩 ‘、Anactoria" においても 、 同様のことが 語られている。

そこでは、 たと え 神が「 私」を 娩って 死に 至らしめ、 海の 底に 安眠させ

るようなことがあろうとも 、 「私」は神の意 志通りにはならないといい 、 や

がてはいつか「 至高の 眠り」がやって 来て 、 熱を 帯びない 安寧をもたらし、

深い 闇と 打ち 勝ちがたい海が「 私」を ぐるりと 覆い 去ることになろうが 、

そうした「時」の 作用しない 果てに 至るまでは、 「私」は人 々と 共に生き 、

情熱を 冷まされることはなく、 また 「 自然の 至高のものたち 」（ 花、 空気 、

風、 芽、 砂、 波、 鳥の 声など） と 一 体となって 永 久に存 在するだろうと 、

神への 反逆を 語っている。 その 極め 付けの 部分を引用してお く。

Yea, but albeit he [God] slay me, hating me­

A lbeit he hide me in the deep dear sea 

A nd cov er me with cool wan foam, and ease 

T his soul of mine as any soul of these [ God's creatures] ,  

A nd giv e me water and great sweet wav es, and make 
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The very sea's name lordlier for my sake, 

The whole sea sweeter-albeit I die indeed 

And hide myself and sleep and no man heed, 

Of me the high God hath not all his will. 

Blossom of branches, and on each high hill 

Clear air and wind, and under in clamorous vales 

Fierce noises of the fiery nightingales, 

Buds burning in the sudden spring like fire 

The wan washed sand and the waves' vain desire, 

Sails seen like blown white flowers at sea, and words 

That bring tears swiftest, and long notes of birds 

Violently singing till the whole world sings-

I Sappho shall be one with all these things, 

With all high things for ever ... 

Alas, that neither moon nor snow nor dew 

Nor all cold things can purge me wholly through, 

Assuage me nor allay me nor appease, 

Till supreme sleep shall bring me bloodless ease; 

Till time wax faint in all his periods; 

Till fate undo the bondage of the gods, 

And lay, to slake and satiate me all through, 

Lotus and Lethe on my lips like dew, 

And shed around and over and under me 

(259-77) (B) 

Thick darkness and the insuperable sea. (295 -304) 

だが 、 これらの引用 からも 窺えるよう に 、 神への 反逆とは 別 に、 海をこ
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よ なく 愛したスウ ィンバ ーンにとって、 水は 特 別 な安ら ぎのイ メ ージを 喚

起するエ レ メントであった。 この 点も島の楽園を 憧れ、 海に 死した シェ リ

ーとの不 思 議 な 因縁を 惑 じ ないではいら れない。 たとえいまだに 洵中の 墓

場で 往生してはい ないとしても、 サ ッ フォ ーは、 かくして、 シェリ ーおよ

び ボ ー ドレ ールを 媒体として、 スウ ィンバ ーン ヘと 運ば れ、 さらには、 東

方の島 国の 小説家 漱石によって 、 「薙露行』や 「草枕』 の中に 蘇えることに

も なるのである。 (9)

IV 

では ひとま ず詩を 離れて、 小説へと 移行することにしよう。 そしてワ ー

ズワスの 幻想世界、 と りわけ 幻想の「 1hl[I」を継承する 小説家、 ヘン リ ー ・ジ

ェイムズの 初 期の本格的 長編 小説、 「 ロ デ リ ック ・ ハ ド ソン J(Roderick 

Hudson, 1875)を取 り上げることに しよう。 ジ ェ イムズのこの小説に込め

ら れた意 図をよ りよ く理解するため に、 ま ずはこの小説を 概観する。

天 才的 彫刻 家としての オ能を持ったア メ リ カ、 ニ ュ ー ・イン グラン ドの

貧しい 青 年 ロ デリック ・ ハ ド ソンが、 金持ちで 何か 没頭するものを 探して

いるこ れまた若い 、 ピュ ーリタンの 青年 、 ロ ーラン ド ・マ レット(Rowland

Mallet)にその オを見出さ れ、 ロ ーマに連 れて行か れ、 そこで 才能の 開花を

見るものの、 やがては 芸術なら ぬ情 熱の 隈に なって、 実ら ぬ恋のために自

己破滅を していく。

一方 ロ デリックの パト ロンである ロ ーラン ドは、 ピュ ー リタン的 寛容と

忍耐でもって ロデリ ックの 脱線を見 守る物 語の視点的人物であるが、 最 後

には ロ デリックのあま りの身 勝手さに 立腹し、 そのエ ゴティズムを 指摘す

ることで、 失恋で 絶望的にな り 創造力の 枯渇した 敗残者を 一撃し、 ア ル プ

スの 崖から身を 投げさせる結末と なる。

この物 語は、 一つには 主人 公 ロ デリックを中 心とした、 素朴で自然 なア
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メリ カと、 爛熟した 文明と 芸術の ヨ ー ロッ パとの対比というジ ェイ ムズの

好んで 描く、 いわゆる「 国際的テーマ」 を 扱 ったものということが出 来る。

「 素朴で自然 なア メリ カ」 とは、 言い 換えると、 文 学史的には、 ロマンテ

ィ シズ ムの 特質そのものであり、 「 爛熟した 文 明と 芸術の ヨ ー ロッ パ」と

は、 ロマンティ シズ ムのあとに 来る、 弱肉強 食の、 極めて現実的 なリアリ

ズ ムをその 特徴とするものということが出 来る。 また 別の言 菓でいうと、

前者ア メリ カは「 無垢」の、 後 者 ヨ ー ロッ パは「経 験」 の 別名でもある。

但しジ ェイ ムズは、 一方的に「 無垢」のア メリ カを 善とし、「経 験」 の ヨ

ー ロッ パを 悪だと 決め付けているわけでは ない。「 無垢」には「 無知」とい

う 側面も 含まれている。「経 験」には「 成熟」という 面もある。 それ ぞれが

両面価値を 付与 され、 それが具体的に取り 上 げられ、 対比 されていく所

に、 ジ ェイ ムズ 文学の 特徴がある。

断 っておくが、 それ ぞれが 両面 価値を 付与 され、 対比 されるとはい って

も、 最 終的 なジェイ ムズの 価値判断が、 曖昧に な っているというわけでは

ない。 最 後にはジ ェイ ムズ 特有の、 極めて高 度 な 倫理観が姿を現わすこと

に なる。

さて、 このよう なア メリ カ対 ヨ ー ロッ パ、 ロマンティ シズ ム対リアリズ

ムという対立世界を主人 公に経 験 させることに なる、 物 語の視点 的人物、

ロ ーラン ド ・マレットにも注意を 払う 必要 がある。 ロデリックの 彫刻家と

しての 才能を見出した ロ ーラン ドは、 美 術品の目 利きは出 来るが、 自らは

製作する 才能を持た ない、 ディ レッタントである。 そこで 自分の 代わりに

ロデリックを 芸術の 都 ロ ーマに連れ 出して 、 そこで 才能の 仕上 げを させよ

うというわけである。

ロ ーラン ドのこのよう な性質、 自らは 何も 製作し ないで、 他人を使 っ

て、 自分の願望を 成就 させようとする性質は、 何も 芸術だけに 限られたも

のでは ない。 それ ば情熱の分 野においても発 揮 される。 つまり ロデリック

のア メリ カでの 婚約者 メアリ ・ ガ ーラン ド (Mary Garland) を 密かに恋す
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るが、 物 語の最 後に 至 るまでは、 それを「 良心」の 名において 押し 隠し 、

表 面上は 、 パ ト ロンとして 、 ロデリックと メアリをあくまで 保訛しよ うと

す る。

だが 、 ロデリックが ロ ーマで出 会った 絶世の美 女、 クリスティ ーナ ・ ラ

イト (Christina Light)に恋をし、 本来 芸術に 傾け るべき情熱を、 女の方に

注いで、 芸術の泉を 枯渇 させていくのと 平行して、 物 語途中から、 ロデリ

ックの 母親と 許婚者の メアリを ロ ーマに呼び 寄せた ロ ーラン ドは、 メアリ

への 思いをま すま す募らせていく。 心の中で 吹き す さぶ 嵐は時として は 、

プ ロテジ ェ （被保護者） であ る ロデリックの ロ ーマでの 失 敗をよいこと

に、 彼を 死に 至らしめ るよ うな 白昼夢を ロ ーラン ドに見させ ることもあ

る。

勿論 厳 格な ピュ ーリタンであり、 克己心の強い ロ ーラン ドがそのよ うな

白昼夢に 我を 忘れ 没頭す ることはない。 そこが間接的経 験 者とでも名付け

るべき、 ロ ーラン ドのディレッタントの 特質であ る。

クリスティ ーナ ・ライ トが 密かに 寄せ る恋心にも、 当人の ロ ーラン ドは

気 付かないし、 ロデリックから彼へと 乗り 換え る 可能性を メアリの 愛に 説

も うと す る ロ ーラン ドの幻想は、 結局は、 覆えされ ることにな る。 そのよ

うな 可能性は 、 ないのであ る。

とい うわけで、 『 ロデリック ・ ハ ド ソン 』 とい う 小 説は、 ロデリックの物

語が 表の物 語であれば、 裏の物 語は ロ ーラン ドの物 語であ る。 この 表の派

手な 撚り 糸と、 裏のく すんだ 撚り 糸が 撚り 合わされて、 紡がれた物 語が、

「 ロデリック ・ ハ ド ソン j とい う 小 説であ る。

そして読 者は、 すべてのジ ェイム ズ 小 説の過程と 結末に 違わ ず、 そこに

ロマンティ シ ズムからリアリ ズム ヘの 推移を 眺め、 最 後には、 ピュ ーリタ

ニ ズム ヘの回 帰を 垣間見 ることにな るのであ る。

さて 、 以上のよ うな 特質をもつ物 語 『 ロデリック ・ ハ ド ソン 』において、

ま ずはワ ー ズワスが登場 す る場 面を見 ることにしよ う。 場 面は、 初秋のア
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ル プスである。 ヨ ー ロ ッ パの 絶世の美女 、 クリ スティ ーナ ・ラ イトが イ タリ

アの 公爵と結婚して、 いよいよ 絶望的となった ロデリ ックを連れて ロ ーラ

ン ドはス イス に向う。

ロ ーラン ドはかつてア ル プ スの 山歩きをしたとき に宿泊したことのある

小さな 山荘 に 落ち 着く。 この 宿は高いところ にある 浅い 谷 にあって 、 夕空

に グ ロテスク に そのアウトラ インが見えるギ ザギ ザの 岩山の頂きから 、 花

に 敷き 詰められたア ル プ スの 牧草地が、 傾斜をなして 続いているところ に

ある 。 かつて 8 月の 日を ユング フラウを見、 陽 に 暖められた 草原の 中 に 横

たわり 、 こめかみを 微風 に 弄られ、 松の 木の香を 嗅ぎ、 牛の 首 につけた ベ

ルの音を 聴き、 眼 前 に 広がりゆく 山の影を見ながら、 ワ ー ズワス 詩集を ポ

ケ ットに過 ご した場所 ほ ど ロ ーラン ドが気 に 入ったア ル プ スの 光 景はな

し 、
゜

このよう に 、 若き 日の ロ ーラン ド には、 ア ル プスといえば 、 ワ ー ズワ ス

の詩が不 可 欠のものであった事がわかるが 、 これは 勿論ワ ー ズワ ス詩 集

『序曲 』 の描き出す 、 有名な「時 点 」 の ひと コマである、 ア ル プ スの〈 シ

ンプ ロン峠越えの場面 〉 が、 読者に 喚起する イ メ ージと 密接に関 係してい

ることはいうまでもない。 ジ ェ イム ズは 『 ロデリ ック ・ ハ ド ソン』のこの場

面で、 わざわざワ ー ズワ スの〈 シンプ ロン峠越えの場面 〉 を、 無粋にも、

具体的 に取り上げているわけではないが、 テキ ストの 背後 には、 これを 潜

ませていることは 容易に見て取れる 。

ここでは、 ジ ェ イム ズのしなかったことを 、 無粋にやってみよう。 つま

り、 〈 シンプ ロン峠越えの場面 〉 を引用 しよう。

……………. .  The Brook and road 

Were fellow-travellers in this gloomy strait, 

And with them did we journey several hours 

At a slow step. The immeasurab le hei ght 
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Of woods decaying, never to be  decayed, 

The stationary blasts of wate廿alls,

And in the narrow rent, at every turn, 

Winds thwarting winds bewildered and forlorn, 

The torrents shooting from the clear blue sky, 

The rocks that muttered close upon our ears, 

Black drizzling crags that spake by the way-side 

As if a voice were in them, the sick sight 

And giddy prospect of the raving stream, 

The unfettered clouds and region of the heavens, 

Tumult and peace, the darkness and the light--

Were all like workings of one mind, the features 

Of the same face, blossoms upon one tree; 

Characters of the great Apocalypse, 

The types and symbols of Eternity, 

Of first, and last, and midst, and without end. 

(The Prelude 1850, Book VI, II. 621 -640) (IO) 

ロ ー ラ ン ドがポケ ッ ト に入 れていたワ ー ズワスの詩集の、 特に彼の心を

惹きつ けた場面は、 恐ら く ア ル プスの シンプ ロ ン峠越 えの一節で あ ったで

あ ろ う 。

このよ う にして ア ル プスにおけるワ ー ズワスの存在をイ ン プ ッ ト された

読者 と しては、 これに続 く ロ ー ラ ン ド と ロ デ リ ッ ク の コモ瑚散策の場面

を、 ワ ー ズワスを抜きにしては読むこ とが出来ないのは、 理の 当 然 と い う

も ので あ ろ う 。

しかも 、 コ モ湖の ピ ク チ ャ レ ス ク な光景をジェ イ ム ズは、 いみ じ く も

「地上楽園」 (the earthly paradise, 347) と 呼ぶ。 そ う なる と 、 我 々 読者に
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は、 ワ ーズワスと シェリ ーの 主客 転倒の世界、 幻影の楽園がちらちらし始

める。

散策に 出かけ た ロデリックと ロ ーラン ドが身体を 休めるのは、 何を 隠そ

う、 小さな 歩道を 外れて 草の 被っ た 湖の岬にある 無花果の 木の 下なのであ

る。 ロ ーラン ドは、 この 初秋の 午後の 夢のようなまろやかさほ ど、 神韻と

して人の 心を 静める ものを知らないという。 玉虫色の 山々が彼を取り 囲

み、 眼下の 漣がゆっくりと 寄せては 返し 小 石を 洗っている。 花綱をなす ブ

ド ウの 焚は 頭上で 微風に 揺れている。

Rowland and Roderick turned aside from the little paved footway that 

clambered and dipped and wound and doubled beside the lake、 and

stretched themselves idly beneath a fig-tree on a grassy promontory. Row­

land had never known anything so divinely soothing as the dreamy soft­

ness of that early autumn afternoon. The iridescent mounほins shut him in; 

the little waves beneath him fretted the white pebbles at the laziest inter­

vals; the festooned vines above him swayed just visibly in the all but mo­

tionless air. (348, Italics mine)111l 

もはや要ら ぬ解説をするまで もない。 ワ ーズワスや シェリ ーの描く 幻想

の世界、 地上楽園と 比べて、 ジ ェイムズの描く地上楽園は 如何であろう

か。 そしていうまで もなく、 この「 地上楽園」が成就している 場所こそ、

「岬」(promontory)なのである。 ここで も「岬」は 箪者のいう「主客転

倒」を 見事に実 現している。

ロ ーラン ドと ロデリックが 二人してこのような「地 上楽園」を経 験する

のは、 小説全体を通じて、 この場 面のみであ り、 これ 以後 ふ た たび姿を 現

わし たクリスティ ーナ ・ライトの ために、 ロデリックは 絶望を 加速させて

ア ル プスの 崖から転落 死するのである。
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アル プ スの 崖からの転落 死 、 恐らくは 飛び込み 自 殺は 、 作者によるその

死体の美しさの 描写からして 、 現実世 界では成就し ない 純粋無垢な 恋心を

示唆する ロマンティ ック な結末といってよい。 そしてこの 崖からの 飛び込

みは 、 やがては V .ウ ル フ(Woolf) の『ダ ロウエィ 夫人』 (Mrs. Dalloway) 

において 、 自らの 純粋性を守らんがため に、 窓から 投身自 殺する 、 あの セ

プティマ ス ヘと連 続していく。

V 

幻の 「岬」、 主客転倒の生じる l、 ポ スを追って、 我々は 、 ワ ーズワ スか

ら 、 シ ェリ ー ヘ、 そして スウ ィンバ ーンを経て 、 ヘンリ ー ・ ジ ェイムズ ヘと

歩を 進めてきた。 最 後の 到達場所である 「岬」は 、 E.M. フォ ー スタ ーの

f眺めのいい 部屋』 (A Room with a View, 19 08) にその姿を現わすことに

なる 。

物 語の前 半はイタリアの フィレンチ ェが 舞台で 、 後 半はイ ギリ スの 南丘

陵地 帯の 田 舎町が 舞台と なるが 、 この 二つの 舞台がそれ ぞれ代 表している

のは 、 それ ぞれの 国の 文化的 特性であり 、 前者が人間の自 然性を 表象する

場所であるとする ならば 、 後 者は人間の 作り出した人 工性に 囚われた 社会

のト ポ スであると同時に 、 丘陵の自然は 、 前 者のト ポ スを 継承して 、 人間

の自 然性が 発露しうる場とも なっている。

本論では 、「岬」という場所が 象 徴的 な意味を 担っていることを 解き明か

そうとしているわ けであるが 、『眺めのいい 部屋 』 の場 合にも、 小説の 前半

と 後 半においてそれ ぞれに 密接に 関連しあった 形で 「岬」が姿を現わし、

物 語の要を 形成する。

ま ずは物 語のあらすじを述べる。 イ ギリ スの若い女性、 ル ー シ ー ・ ハニ

チャーチ (Lucy Honeychurch) 17歳が 、 従妹のオ ー ル ド ・ ミ ス 、 シャ ー ロ ッ

ト ・バ ートレ ット (Charlotte Bartlett) をチャペ ロン （ 監視役） として、 イ
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タリア、 フィレンチェ に旅し、 そこ に来 合わせていた同国人工マ ソン( E m­

erson) 父子と 遭遇することで 、 性およ び生へのイニ シ エ ー ション を経 験す

る 。 フィレンチェの フィ エ ゾ ーレ(Fiesole)の 丘で 、 息子のジョ ージ ・ エマ

ソン(George E merson)が ル ー シ ー に キッスする場 面が物 語前半のクライ

マックスである。

だがチャペ ロン 役の シャー ロットは、 ル ー シ ーがジョ ージ に キスされた

こと を 寛大視することが出来 ず、 たちまち に フィレンチ ェ を去ると ロ ーマ

に 移動し、 イギリス に帰国すること になる。 シャー ロットには、 これまで

彼女 を独身のまま にしてきた 道 徳上の不 寛容さがあり、 それ を 従妹の ル ー

シ ー に押し 付け、 社交のマナ ー を強要しようとするところ に、 従姉妹同士

の間 に亀裂が生じること になる。 シ ャ ー ロットは、 いわばイギリス ・ ピュ ー

リ タ ニズムの 偏狭な 道 徳主義の体現者という 役割 を担わされている。

物 語後 半では、 イギリス に帰って来た ）レ ー シ ーが 、 ロ ーマで 再会した知

人の セ シル ・ ヴァイズ( Cecil Vyse)という 青 年 に改めて求 婚され、 これ を

受け 入れたことから、 ル ー シ ーの 心の 中での 新たな 葛藤が生じる 。 それは

彼女の 心 には、 忘れ去ろうとしながらも 記憶から 消し 去れないジョ ージの

面影があり、 これが事ある 毎 に意識の 表面 に 顔 を出すからである。

ジョ ージが 父親から「人 を愛すること 」(love)、 「情熱的 に生きること」

(passion)、 そして「 真実 を 話すこと」(truth) を大 切 にする 教育 を 受け

た、 人間の自 然性の体現者であり、 物の 稔り を 示唆する「ギリ シャ彫像」

(a Greek statue) -—彼は ）レ ー シ ー にア ボ ロ に擬される であるとす

るならば、 婚約者の セ シルは ロン ドン 社交界のマナ ーの体現者であり、 田

舎の 野暮ったさや自然らしさ を 軽視し、 対 照的な 都会の 洗練性 に 価値 を 置

く「 禁欲主義」的で 「自意 識」の強い、 西欧精神主義 偏重の「 中世的」(me←

dieval)で 独身 主義 者の 似合う「 ゴ シック 彫像」(a Gothic statue)のような

男だとも 定 義されている。

さら に フィレンチェで 出 会い、 キッスまでされた 青 年ジョ ージがイギリ
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ス のル ー シ ー の 故郷である サリ ー 丘陵 の 町 に 借家住まいをすること にな

り、 これが 元で ル ー シ ーは フィレンチ ェ の フィ エ ゾ ーレ の丘 の 出来事をい

やが 上 にも意識させられ、 目 の 前で 婚約 者との比 較を強 要されると、 つい

には ゴ シック 彫像の中 世的 禁欲主義 者 セ シ ルを 断ち 切り、 婚約を 解消する

と、 ジョ ージと共 に ふたたび フィレンチ ェ に旅立って行く 。

以上がざっと した 梗概である 。 では、 肝腎の「岬」の登 場する フィレン

チ ェ の フィ エ ゾ ーレ の丘 に焦点を 合わせること に しよう 。

こ のピクニック ヘの参加者はすべて イギリス人であり、 ）レ ー シ ー、 ジョ

ージ、 そ して シャ ー ロットをはじめ、 イタリア在住 の女 流小説 家 の ミス ・ ラ

ヴィッ シ ュ (Miss 註vish)、 それ に イタリア在住 の イ ー ガ ー (Mr E ager) 

と ビ ー プ(Mr Bebe)という 牧師が 二人で、 総計 7 名が、 二台の 馬車 に分 乗

して の遠 出である 。

御者を 務める イタリア の 若者は、 そ の名を パ エトーン(Phaeton)という

が、 パ エト ーンとはギリ シャ神 話 に出てくる 日 の神 ヘリオス の 子で、 父の

神の馬車を 御 しそこなって地 球に接 近 しす ぎ、 大 火事 になるところを ゼウ

スの 稲妻 によって エリ ダナス川 に降 下させられる。 彼の横 に 坐る恋人 ペル

セ フォ ネ (Persephone)はいうまでもなく 、 これもギリ シャ神 話の農耕女

神デ メ ーテル の娘で、 地 下の神 ハ ーデス に浚われそ の妻とされるが、 ゼウ

ス のとりな しで 春 になると ふたたび地上 に戻され 秋が 来るとまた地界 に戻

っていく女神である 。

こ の遠出 の 季節はまさ に「 春」であるところ から、 ペル セ フォ ネが パエ

ト ーン の恋人 役と して 一 行に参加する のは 極めて適切であり、 こ の二人が

ド ラ イ ブの 途中で抱き 合って キッスをする場 面があり、 これが イ ー ガ ー 牧

師の逆 鱗 に 触れ 、 ペル セ フォ ネは 馬車を降ろされること になるが、 こ の事

件は 続くジョ ージと ル ー シ ー の キ ッスの場 面 の前触れと して、 重 要な 役割

を 果た している。

イ ー ガ ー 牧師による ペル セ フォ ネ追 放の 一件に関 して、 ジョ ージ の父エ
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マ ソン 老人が メジチ 家 の ロ レン ゾの詩 の 一節 を 引 用して、「 自然 の春」と

「人 間の 春」 を同様に 謳歌するよう 反 対派に 促す 点は 注 目に 値する。 そ の

一節とは、 イ ー ガ ー 牧師のラテン 語によると、 "Non fate Guerra al Mag­

gio"という ので、 英訳すると "War not with the May"という意 昧になる。

エマ ソン 老人 の 言 薬は、 こ の小 説 の メイン ・テーマである ＜人 間 の 自然とは

何か 〉ということ を 示唆している。

、The point is, we have warred with it [i.e. spring]. Look." He pointed 

to the Val d'Arno, which was visib le far b elow them, through the bud­

ding trees. "Fifty miles of spring, and we've come up to admire them. 

Do you suppose there's any difference b etween spring in nature and 

spring in man? But there we go, praising the one and condemning the 

other as improper, ashamed that the same laws work eternally through 

both. " (84-85, Italics mine)し12)

長ら く 道 草 を 食ったが、 やっと 本論のお目 当て の場 面に 到着した。

引 用場 面に 続いて、 一行が 馬 車 を 降りて 丘 をそ ぞろ 歩 く場 面の描写があ

る。 こ の 丘 、 つまりア ルノ 渓谷は 、 いま 春の「 霰」に 覆われている。 そこ

にはテラス 状の段々があり、「 霧に 曇ったような 」 オリ ーヴの樹があり、 道

が 窪地 のカ ーヴに 沿って 伸びている 端には平地に 突き 出ている 、 人 工の 手

が 加えられていない 「岬 」 がある。 引用する。

Presently Mr Eager gave a signal for the carriages to stop, and mar­

shaled the party for their ramb le on the hill. A hollow like a great am­

phitheatre, full of terraced steps and misty olives, now lay b etween them 

and the heights of Fiesole, and the road, still following its curve, was 

ab out to sweep on to a promontory which stood out into the plain. It was 
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this promontory, uncultivated, wet, covered with bushes and occasional 

trees, which had caught the fancy of A lessio Baldov inetti nearly fiv e  hun­

dred years b efore…… 

... And the haze in the valley increased the difficulty of the quest [i.e. of 

locating the exact place from which Baldov inetti saw the v iew of the Val 

d'Arno and distant Florence]. The party sprang about from tuft to tuft of 

grass... (85 , Italics mine) 

この引 用をすでに論じたワ ーズワスの 「序曲 j におけるスノ ー ド ン 山頂

の 場 面と 比 較 して項き た い。 "hill "、 "misty"あ る い は "haze"、 "promon­

tory"とくると、 ワ ーズワスがスノ ー ド ン 山項で 出くわす「霧の 海」 (the

sea of mist)とそれが創り出す幻 想の「 岬」(promontory)を想 起 しないで

はいられないだろう。 そ してワ ーズワスの場 合には 、 正 確には、 "turf" で

あって、 "tuft of grass"ではない。そ して フィエ ゾ ーレの 丘も、 スノ ー ド ン

山ではない。 し か し、 両者のイ メジャリ ーは深いところで結びついてお

り、 確かな メッ セ ージを読 者に 伝えることに成功 している。

つまり、 筆者がここで強調 したいのは、 日 常の 社会 道 徳規範を 離れて 、

人 間が人間の 自然に 立ち 還ることのできる場所、「時」の支配する 滅びの 下

界 からいっときでも 逃れうる場所は、 フォ ースタ ーにとっても、 ワ ーズワ

スにとっても、 「 丘」そ して「 山」の上にあるという 点である。

さらに 注目すべきは、 御者の パエト ー ンに 案内された ）レ ー シ ーが 牧師を

探 して、 やがて 迷い 込むことになる「 岬」とその 斜面を転げ 落ちた所に 広

がる「 青 色の」ス ミ レの世界の 描写である。「 岬」に 近づいてきた ル ー シ ー

は 次第に 眼下に 渓谷の「 眺め」(the v iew)—ァルノ 河、 金色に 輝く 平野、

そ して他の 丘の連なり 一 一を 捉えることができるようになる。 「岬」と連動

して、 この「 眺め」というのが大 切である。 この 言 築は、 この小 説の キ ー ·

ワ ー ドだ からである。 説明 しよう。
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最初ル ー シ ーと シ ャ ー ロ ッ ト の泊 ったベル ト リ ー ニ (Bertolini) の宿の

部屋は、「眺め」がなく、 二人を失望 させたが 、 エ マ ソ ン父子が部屋を替 っ

てくれた ことで手に入れた「眺め」 は 、 アルノ 河を眼下に、 遠景にアペニ

ン山脈の麓、 街の寺院の光景を提供 した。 これが第一番 目の「眺め」 の獲

得で ある。 次の大切な「眺め」 がここ、 フ ィ エ ゾ ー レ の「丘」からの「眺

め」 で あ り 、 ついで転げ落ちた先からの「眺め」 である。 引 用 し よう。

From her feet the ground sloped sharply into the view, and violets ran 

down in rivulets and streams and cataracts, irrigating the hillside with 

blue, eddying round the tree stems, collecting into pools in the hollows, 

covering the grass with spots of azure foam. But never again were they 

in such profusion; this terrace was the well-head, the primal source 

whence beauty gushed out to water the earth. 

George has turned at the sound of her arrival. For a moment he con­

temp lated her, as one who had fallen out of heaven. He saw radiant joy in 

her face, he saw the flowers beat against her dress in blue waves. The 

bushes above them closed. He stepped quickly forward and kissed her. 

Before she could speak, almost before she could feel, a voice called, 

"Lucy! Lucy! Lucy!" The silence of life had been broken by Miss Bartlett, 

who stood brown against the view. (88 , Italics mine) 

「春」 の只中にいて、 その「春」 の象徴で ある「青色の」スミ レ の波の

中に転 げ落ちる）レ ー シー 、 そ して転 げ落ちた所に待っているのがジ ョ ージ

で、 彼から即座にキ ッス されるという設定は 、 春の女神ペル セ フ ォ ネと 日

の神アポ ロの御者パエ ト ーンにそれ ぞれ仮託 された）レ ー シー とジ ョ ージに

誠に相応 しい。 二人はま さに神話の世界の人物、 否、 神 々となる。
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春の 只中に 迷い込んだ ）レ ー シ ーの 着 物の 「白」は、 すべて 「青 色」に 染

まってしまう。 これとは 対照的なのが、 「眺め」に逆らうかのようにして、

上から ）レ ー シ ーをし きりに人間 界、現 実世界に呼び戻す 従姉、 ミス ・ バ ート

レットの 声である。 彼女の 服の 色が「 茶色」(brown)であるということは 、

「青 色」つまりは 「春」に、そして神 話世 界には 染まり 得ないことを意味

している。

「眺め」のよい 「岬」は、このようにして、 非日 常の 世 界、神 話世 界の

光景を読 者に提供しており、ワ ーズワ スのスノ ー ドン 山の 「霧の海 」 の 醸

し出す 「主客転 側」の世 界を 確かに継承しているといってよい。

では、 物 語の 後半、つ まりは 、 イギ リ スに 帰ってからの、「 眺め」と

「岬」を辿ることにしよう。 フィレンチェの 「眺め」のよい 「岬」は ル ー

シ ーの 故郷南丘陵地へと連動している。

ル ー シ ーの 家ウ ィン ディ ー ・ コ ーナ ー (Windy Corner)は サ セックス ・

ウ ィ ー ル ド (Sussex Weald)を見 晴るかす「 眺め」のいい所にあるという

事 実に 注目したい。 普通のヴィラのように前にテラスがあって、 両脇に 木

が 植わっていて、 ひなびた 椅子が 一つと、 二つの 花壇があるが、それだけ

ではない。

But it was transfigured by the view beyond, for Windy Comer was built 

on the range that ov erlooks the Sussex Weald. Lucy, who was in the l it­

tie seat, seemed on the edge of a green magic carpet which hovered in 

the air above the tremulous world. (105 , Italics mine) 

「振動する世 界」を 眼下に 、 「空中に浮 揚する 緑の 魔法の 絨毯」の上にい

るように ）レ ー シ ーは 自分のいる場所を感じる。 「振動する世 界」とは人の 運

命の 定まりな きこの世ということであろうが、それにしても 「ウ ィン ディ

ー ・ コ ーナ ー」とは、何と 洒落た名であろう。 風の通り 道の 角にある 家で、
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しかもサ セックスの森 林地帯を見 渡せる 丘陵地にあるので 、 まるで 空 中に

浮 揚する 緑の 魔法の 絨毯の上にいるようだというわけである。 これはまさ

に 『アラ ビアン ・ ナイ ト 」 の世界であり、 ）レ ー シ ーはいままさにワ ーズワ

ス的 非日 常の領界、「 主客転倒」の領界にいる。 そして「 眺め」はここでも

その 機能ー� （社会の 因習、 宗教 な ど） からの魂

の 開放―を 果たしている。

こうしたアラ ビアン ・ナイト的 非日 常の 空間にいる、 本質的には「反逆

者」(rebel)である ）レ ー シ ーが、 田 舎社会の 狭量さを 寛大視出来ない、 禁欲

主義 的中世人ともいわれる セ シルを 婚約者として 許容 し 、 結婚にまで辿り

着く事が出 来るのか どうか 、 これが読 者の関 心の的となる。 ル ー シ ーがイ

タリアから学んだのは、「 愛する 男と対 等」(equality beside the man she 

loved)でありたいということであった。 イタリア 旅行で ）レ ー シ ーは最も 貴

重なもの 、 つまり「 己の魂」(her own soul) に目 覚めたのである 。

さて、 ウ ィンディ ー ・ コ ーナ ーからのウ ィ ール ド地 方の「 眺め」のもつ意

味については上述したが、 テニスをする ル ー シ ーが 坐っている 庭の場所

が、 じつは「岬」であり 、 そこからさらに 下の 方に連なる 松の 木に 悶われ

た「岬 」 の 数々を見ることが出 来るのである。 その見事 な 側面の「 眺め」

を見よう 。

She was gazing sideways. Seated on a promontory herself, she could 

see the pine-clad promontories descending one beyond another into the 

Weald. The further one descended the garden, the more glorious was 

this lateral view. (133 , Italics mine) 

「岬」と「 眺め」の 完璧な ドッ キン グである。 だが、 なぜ作者はここで

わざわざ「岬」を使ったのであろうか。 これにはいま ル ー シ ーが 置かれて

いる 状況の 説 明が必要であろう。 それはこういうことだ。
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ル ー シ ーは 弟 フレディ (Freddy)から 借家人として 近くに 越してくるの

は来るのは、 当 初 予想していた、 イタリアで知りあったアラン 姉妹ではな

く、 こともあろうに、 エマ ソンだといわれたばかりである。 エマ ソンと 聞

けば ル ー シ ーがただちに思い 起こすのは 、 フィレンチ ェの フィ エ ゾ ーレの

あの「 1hljl」ではないか。 そこで彼女は ジョ ー ジに キッスをされた。 それほ

どまでに「 岬」は ）レ ー シ ーの意 識の中では 、 ジョ ー ジと 密接に結びついた

メタ ファ ーなのである。

それを 知ってか知ら ぬか 、 ビ ー ブ牧師（イタリアで会った ル ー シ ーの 教

区牧師） は、 いら ぬお世 話であるのに、 ジョ ー ジがス ミレの 花で フィレン

チ ェのアラン 姉 妹の 部屋を 一 杯に 飾ったことを 語る。 フィ エ ゾ ーレの

「 岬」の 窪みはス ミレの 源泉であった事を 我々は知っている。 ス ミレは、

ジョ ー ジの 花、 否、 ル ー シ ーにとって、 ジョ ー ジその人といってもよい。

そのように ル ー シ ーにとって大 切な思い出の人とその 父親を 近くの 借家

に 紹介したのは、 実 は婚約者の セ シルである。 セ シルは フィレンチェで ジ

ョ ー ジと ル ー シ ーとの間にそのようなことがあったなどとは 夢にも 知らな

い。 それで 、 テニスのようなス ポ ー ツを 軽蔑し、 部屋の中で メレデ ィス

(George Meredith) の 小 説に読みふける セ シル は、 自 分の嫌う 借家の持

主、 スノ ッ ブの サ ー ・ ハリ ー (Sir Harry) に 一泡吹かせるため、 そしてま

た 許婚者の ル ー シ ーの女らしくない 思い上がった 態度を 矯 正するために、

エマ ソン 親子を 借家に 住まわせ、 彼らを メレディス的「 喜劇精神」(Comic

Muse)の対 象にして、 笑いものにしようと目論むわけである。

重なりながら見事な「 眺め」を創って降 下していく「 岬」を 庭から ）レ ー

シ ーが見るのは、 以上のような 絡み 合った人間関 係の網の 目に 囚われた 状

況においてである。

偽の「 喜劇精神」を 振るわんとし、 また 口先だけの 「デモクラ シ ー 」 讃

美、 そして 勝手に ）レ ー シ ーを ダ ・ ヴィンチの 聖母像に理想 化し、 その理想

像を ）レ ー シ ーが 裏切ると「 教育」してやろうとする セ シルを 、 結局、 ル ー
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シ ーが 訊せるは ずがない。

許婚者 セ シ ルの生ま れ育った ロン ドンとその 社交界を見聞した ）レ ー シ ー

は 、 はっきりと 都 会と 田 舎（自然） の 価値観の 違いを 認識する。 セ シルそ

の人が、 己の ロン ドンで 受けた 教育を 否定している 点は 興味 深い。 セ シル

は、 子ど ものときは自然の 中で 教育さ れるのが 望ましいというが 、 自然の

中での 子ど もの 教育ということでは 、 フ ォ ー スタ ーは 明らかにワ ー ズワ ス

を継承している。

やがて ル ー シ ーの意 識は 都会人 セ シルを 離れて 、 次第に自然人 ジョ ー ジ

へと 接 近していき 、 婚約の 解消 、 そして ジョ ー ジとの フ ィ レンチ ェ ヘの 一

種の 駆け 落ちという 幸せな 結末を 迎 えることになるわけであるが 、 その 間

紆余曲折がないわけではない。

宗教や 迷信に 駆ら れたり、 世間体に 囚わ れたりして、 人が「 真実」を見

ようとしないと、 人は「 滉沌」(muddle) に 落ち 込み 、 過去の中世 的「 暗

閤」(darkness)に逆戻りすることになる。 ル ー シ ーは ジョ ー ジ ヘの内 心の

思いを自らに も 、 周りの 者に も 偽って、 すんでのところで、 この 「混沌」

と「 暗闇」に逆戻りするところであった。 この「 混沌」と 「 暗間」から人

を 救うのが 、「美」と「情熱」そして「 真実」に 直面することであると、 エ

マ ソン 老人に 諭さ れて、 ル ー シ ーはつい に 己の 心の「 真実」を見つめ、 彼

女自 身のみなら ず恋人の ジョ ー ジを も「 混沌」と「 暗黒」から 救出するこ

とになる。

ル ー シ ーを性へのイニ シ エ ー ション に甜き 、 また本 来の意味での 男女平

等の 信念を抱かせ、 彼女と ジョ ー ジの魂を 開放し、 人間の 自 然性に 回帰さ

せるのに与って 力を 発揮したのが、「美」と「情熱」と「 真実」の 象徴であ

る、 フ ィレンチ ェの 山およびウ ィンディ ー ・ コ ーナ ーの「 眺めのいい岬」

であったことはいうまで もない 。

フ ォ ー スタ ーの 名 作 「眺めのいい 部屋 』 に 別れを 告 げる 前に、 もう 一つ

だけ気がかりな 点を取り上げ 、 論じておきたい。 そ れは フ ィレンチ ェで も
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一緒であったアラン 老姉妹が、 ふたたびイギリスを発ってギリ シャに 旅を

する 予定であると ビ ー ブ牧師に 遣した 手紙のことである。 その 手紙には、

この 冬にアテネに 滞在するのは「なんて 素敵なこと」(Athene is a plunge ... 

195)と 書いてある 。 この 姉妹が フィレンチ ェに 滞在したときにも、 意を 決

してイタリアに出かけてきたことを "the plunge"と 呼び、 "the gratifying 

success of the plunge" について ）レ ー シ ーた ちに 語ったことがあった。

注 目 すべきは、 この "plunge" という ー語である 。 これこそしばらくあ

とに V . ウ ル フ(Woolf)の『ダ ロウ ェイ 夫人 』(Mrs. Dalloway ,  1918)で、

50歳の ダ ロウ ェイ 夫人が 夏の 朝早く ボン ド 街に 花を 買いに出かけようと 家

の 扉を 開けた 瞬間、 た ちま ち18の 乙女に 立 ち戻るときにいう 言 薬である。

"What a plunge!" ( 「何で 素敵な飛び込み ！ 」）。 じつは 「 ダ ロウ ェイ 夫

人 』 では、 この「飛び込み」という 語が、 日 常世 界の 非人間性を 断 ち 切る

キ ー ・ワ ー ドとして 繰り返されるのである。 無理 矢理に 精神 病院に 隔離さ

れることに 反発する 元 兵士の セ プティマ スは、 己の人 間性を 守らんがため

に 、 部屋の 窓から飛び 降り 自 殺を するが、 これがまさに「飛び込み 」 なの

である。

ここで 「 ダ ロウ ェイ 夫人 」 論を 長 々と 展開しようというのではない。 た

だ 指摘しておきたいのは、 ウ ル フが『ダ ロウ ェイ 夫人 」 を 書く前に、 すで

に フォ ー スタ ーが『眺めのいい 部屋』 において、 この「飛び込み」という

言 葉を使っているという事実である。 アラン 老嬢の 手紙のことを セ シルに

話す ビ ー ブ牧師は、 この 姉 妹の生き方に現在では 死んでしまった "Ro­

mance" を見、 彼女た ちが キ ー ツ流の、「 孤島の逆 巻く波が 白い 泡を 立てる

海に 向かって 開いている 脱法の 窓」(magic casements, opening on the 

foam I Of perilous seas, in faery lands forlorn)のある 宿を 探しているので

はと想像し、 アラン 老嬢にとって 「普通の 眺め」(ordinary view)では 満足

できないので、 "the Pension Keats" (197 ) くらいが 入用なのだろうと思

う。
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シェリ ーの詩を取り 上げたから最 後に、 同じ ロマン派の詩人 キ ー ツ

(J ohn Keats) をとい うわけではないが 、「夜鳴 捻の 賦」( "Ode to a Night­

ingale")において、 夜鳴 鶯が 魅了したかもしれないと詩人の想像する「 孤

島の逆巻く 波が 白い 泡を 立てる海に 向かって 開いている 魔法の 窓」（のあ

る 宿） は、 フォ ース タ ーは 断ってはいないが、 筆者の 眼にははっきりと 、

「岬」の 上に見える 。

そして、 夜鳴 鶯といえば 、 ル ー シ ーの 婚約者であった セ シル自 身が、 お

高く 止っている ル ー シ ーを 地上に引き降ろそ うとして 引用する A .テニ ソ

ンの詩『女 王』(The Princess)の中でも、 女ばかりの 城を築いて 男を 寄せ 付

けない 許婚者のアイ ー ダ姫のもとに、 夜女 装して 侵入しよ うとするときに

王子が 耳にするのも、 確かに夜鳴 鶯の鳴き声であったし、 また 先ほど引用

したス ィンバ ーンの 詩句にも 、 サッ フォ ーの夜鳴 腐との 一体化への 憧れが

表明されていた。

話を 元に戻すと 、 ）レ ー シ ーはすんでのところで、 ジョ ージを 置き去りに

して、 アラン姉妹のギリ シャ行きの 旅に 同伴するところであった 。 そ うは

しないで 、 ジョ ージの 愛を 受け 人れ、 二人して、 フィレンチ ェ ヘとふたた

び 旅立ったことは、 上に述べたとおりである。 つまり 、 これが ）レ ー シ ーの

最 後に 選択した、 いわば、 「飛び込み」であった。 その飛込みが始まったの

は、 例の フィ エ ゾ ーレの 丘での、 青いス ミレの 源泉に「まるで 空から落ち

てきたかのよ うに」飛び込んだときであった。

最 後にも う 一 言だけ、 ヘンリ ー ・ジェイム ズの『ロデリック ・ ハ ド ソン』

について述べてお 仕舞にしたい。 ロデリックが小 説の 終わりに 、 クリステ

ィ ー ナに 絶望し、 彫刻の 才能も 枯渇して、 ア ル プスの 崖から飛び降りて 死

ぬことになる、 自 殺とも事 故とも 解釈できる場面であるが、 雨に 洗われた

その 死顔の美しさが 暗示するのは、 アラン姉妹のよ うな 「 ロマンス」、 ある

いは ロデリックが本 来 備えている 「無垢」、 を守らんがための「飛び込み」

ではなかったかとい うことである。
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じつは、 フォ ースタ ーが 「眺めのいい 部屋 」 を 書く ずっと 前に、 ジェイ

ム ズは 「 ロデリック ・ ハ ド ソン』のなかで、 同じ フィレンチェの フィ エ ゾ ー

レの 丘を 舞台に重要な 一幕を 演出してい るのであ る 。 若い友人 ロデリック

の 許婚者 メアリに恋焦がれてい る ロ ー ラン ドは、 そのことをおくびに も出

さ ず、 心のう ちでは、 ロデリックの 死をさえ 願う 嫉妬が彼を 限にす る 瞬間

があった。 だが ロ ー ラン ドがこの フィ エ ゾ ー レの 丘でおこなったのは最 終

的には、 ル ー シ ーによ る性への「 飛び込み」とはまったく 異なった、 ピュ

ーリタンの 末裔ジ ェイム ズに相応しい 悪 腐払の 儀式であった。

箪 者が ロデリックの 崖からの 死を、 フォ ースタ ー的な、 そしてまたウル

フ的な「 飛び込み」と連動して 考え るには、 このような理 由があ るのであ

る。 ウ ル フの セ プティマスの前には フォ ースタ ーの ）レ ー シ ーが、 そして ）レ

ー シ ーの 前にはジェイム ズの ロデリックがいた。 これら 三者のインタ ー ・

テクスチュアリティは 疑うべく もないであろう。

ジェイム ズと フォ ースタ ーの 二つの「 フィ エ ゾ ー レの 丘」、 そして フォ

ースタ ーとウル フの 二つの「飛び込み」を 巡っては、 稿を 改めねばならな

し 、
゜

＊ 

日 常の時 空を 断 ち 切 る 非 日 常の時 空こそヴィジョンの領界であり、 ワ ー

ズワスの霧の海が作り出した幻の 「岬」は、 このようにして、 イギリス文

学の中に連 綿と継承されて 来たのであり、 今後 もされて行くことであろ

う。

本論はその ごく 一部の 検証にしか過ぎない。

(March 28 , 2003) 
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